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近
年
、
日
本
の
若
者
の
雇
用
情
勢
は
、
新

規
学
卒
者
の
就
職
状
況
が
改
善
傾
向
に
あ
る

な
ど
、
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

新
卒
採
用
が
特
に
厳
し
い
時
期
（
い
わ
ゆ
る

就
職
氷
河
期
）
に
正
社
員
と
な
れ
ず
、
フ
リ

ー
タ
ー
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
若
者
等
（
例
え

ば
「
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
」）
の
就
職
困
難
は

依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
現
状

を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
七
年
六
月
、
雇
用
対
策

法
が
改
正
さ
れ
、
青
少
年
の
雇
用
機
会
の
確

保
等
が
事
業
主
の
努
力
義
務
と
さ
れ
た
こ
と

は
、
記
憶
に
新
し
い
。
二
〇
〇
七
年
八
月
に

は
、
同
法
に
基
づ
く
「
青
少
年
の
雇
用
機
会

の
確
保
等
に
関
し
て
事
業
主
が
適
切
に
対
処

す
る
た
め
の
指
針
」
も
定
め
ら
れ
た
。

　

当
機
構
で
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま

え
、
企
業
の
若
年
者
募
集
・
採
用
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
の
雇
用

対
策
法
施
行
後
の
取
り
組
み
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
、「
企
業
に
お
け
る
若
年
層
の
募

集
・
採
用
等
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
企
業
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
）
を
実
施
し
た
（
本
調
査
で

は
、
三
五
歳
未
満
の
者
を
若
年
者
と
定
義
）。

な
お
、
本
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
研

究
要
請
に
基
づ
き
、
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
調
査
期
間
は
、
二
〇

〇
七
年
八
月
二
〇
日
か
ら
九
月
三
日
。
調
査

対
象
は
、
全
国
の
従
業
員
数
一
〇
〇
人
以
上

の
企
業
一
〇
〇
〇
〇
社
（
業
種
・
規
模
別
に

層
化
無
作
為
抽
出
〔
日
本
標
準
産
業
分
類
の

全
産
業
か
ら
、
農
林
漁
業
、
公
務
を
除
く
〕）

を
対
象
に
郵
送
配
布
し
た
。
有
効
回
収
数
は
、

企
業
調
査
三
二
六
二
社
（
有
効
回
収
率
、
三

二
・
六
％
）。

　

調
査
で
は
、
雇
用
対
策
法
施
行
前
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
①
既
卒
者
に
対
す
る
応

募
資
格
の
開
放
状
況
②
通
年
採
用
制
の
導
入

状
況
③
非
正
社
員
の
正
社
員
へ
の
登
用
制
度

の
導
入
状
況
④
フ
リ
ー
タ
ー
の
採
用
状
況―

―

の
四
つ
の
視
点
か
ら
調
査
し
た
。
以
下
、

こ
の
四
つ
の
角
度
か
ら
、
調
査
結
果
の
概
要

を
紹
介
し
た
い
。

Ⅰ
．
既
卒
者
の
募
集
・
採
用
状
況

１
．
過
去
一
年
の
募
集
状
況

　

日
本
企
業
は
、
新
卒
採
用
で
は
募
集
対
象

を
新
規
学
卒
者
に
限
定
し
、
中
途
採
用
で
は

既
卒
の
実
務
経
験
者
を
即
戦
力
と
し
て
募

集
・
採
用
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
よ
く
い

わ
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
既
卒
で
正
社
員

で
の
就
労
経
験
を
持
た
な
い
フ
リ
ー
タ
ー
な

ど
は
、
新
卒
採
用
で
も
、
ま
た
、
中
途
採
用

で
も
、
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
難
し
い
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
調
査
で
は
、
既
卒
者
の
募
集
・

採
用
ル
ー
ト
と
し
て
、「
新
規
学
卒
者
枠
」「
中

途
採
用
者
枠
」「
第
二
新
卒
者
枠
」―

―

の
三

つ
の
採
用
区
分
で
の
募
集
・
採
用
の
状
況
を

尋
ね
る
こ
と
と
し
た（
１
）。
過
去
一
年
間（
二

〇
〇
六
年
九
月
〜
二
〇
〇
七
年
八
月
）
の
正

社
員
の
募
集
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、九
一
・

〇
％
が
募
集
し
た
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

正
社
員
を
募
集
し
た
企
業
に
つ
い
て
、
実
施

し
た
採
用
区
分
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
新
規
学

卒
者
枠
」が
八
二
・
九
％
、「
中
途
採
用
者
枠
」

が
八
二
・
一
％
、「
第
二
新
卒
者
枠
」
が
一
九
・

二
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
規
模
別（
２
）

に
み
る
と
、「
新
規
学
卒
者
枠
」「
第
二
新
卒
者

枠
」
は
、
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
募
集
実

施
の
割
合
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
調
査
で
は
、
過
去
三
年
間
の
正
社

員
を
採
用
す
る
際
の
採
用
方
針
を
尋
ね
て
お

り
（
３
）、
方
針
が
新
卒
採
用
中
心
に
な
る
ほ

ど
「
新
規
学
卒
者
枠
」
の
実
施
割
合
が
高
ま

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
な
お
、「
新
卒
採
用

中
心
」
の
企
業
で
も
五
五
・
五
％
が
「
中
途

採
用
者
枠
」
で
の
募
集
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
に
も
留
意
）（
図
表
１
）。

フ
リ
ー
タ
ー
の
面
接
で
は
「
熱
意
・
意
欲
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」「
忍
耐
」
を
重
視

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
「
企
業
に
お
け
る
若
年
層
の
募
集
・
採
用
等
に
関
す
る
実
態
調
査
」

注 )　n=15 以下の業種（鉱業、電気・ガス・熱供給・水道業、複合サービス）については割愛した。

図表１　正社員募集をした採用区分（複数回答、％）
新規学卒
者枠

第二新卒
者枠

中途採用
者枠 無回答

計（n=2969） 82.9 19.2 82.1 0.1

＜規模別＞

100 ～ 299 人（n=2164） 78.5 18.6 83.5 0.1

300 ～ 999 人（n=599） 93.2 20.5 77.1 0.0

1000 人以上（n=203） 98.5 21.4 81.1 0.0

＜業種別＞

建設業（n=197） 91.9 16.2 81.7 0.0

製造業（n=942） 89.3 18.5 83.7 0.0

情報・通信業（n=174） 97.1 24.1 75.9 0.0

運輸業（n=296） 48.3 14.9 90.9 0.0

卸売・小売業（n=702） 87.0 19.5 76.5 0.0

飲食店・宿泊業（n=140） 87.9 26.4 85.7 0.7

金融・保険業（n=60） 98.3 11.7 56.7 0.0

不動産業（n=38） 78.9 21.1 89.5 0.0

医療・保健衛生・福祉（n=32） 93.8 53.1 93.8 0.0

教育・学習支援業（n=24） 83.3 29.2 91.7 0.0

その他サービス（n=345） 68.7 17.1 85.8 0.6

＜採用方針＞

新卒採用が中心（n=954） 99.4 14.0 55.5 0.0

比較的新卒採用が中心（n=828） 98.3 22.1 90.8 0.0

比較的中途採用が中心（n=626） 81.8 24.1 97.3 0.2

中途採用が中心（n=533） 31.3 18.2 98.3 0.4
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次
に
、
正
社
員
の
募
集
を
実
施
し
た
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
新
規
学
卒
者
枠
」
で
は
、

「
長
期
的
な
視
点
で
人
材
を
確
保
、
育
成
す

る
た
め
」（
以
下
、「
長
期
的
な
人
材
の
確
保
・

育
成
」
と
略
）
が
八
三
・
九
％
と
も
っ
と
も

多
く
、
次
い
で
、「
人
員
構
成
の
歪
み
を
是
正

す
る
た
め
」「
欠
員
の
補
充
の
た
め
」（
以
下
、

「
欠
員
補
充
」
と
略
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

「
第
二
新
卒
者
枠
」
で
は
、「
長
期
的
な
人
材

の
確
保
・
育
成
」
が
五
二
・
三
％
と
も
っ
と

も
多
く
、
次
い
で
「
欠
員
補
充
」「
業
務
拡
大

や
新
規
分
野
に
進
出
す
る
た
め
」
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。
一
方
、「
中
途
採
用
者

枠
」で
は
、「
欠
員
補
充
」が
六
七
・

一
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で

「
即
戦
力
の
確
保
の
た
め
」（
以
下
、

「
即
戦
力
確
保
」と
略
）も
六
五
・

五
％
と
割
合
が
高
い
。

　

採
用
区
分
間
で
比
べ
て
み
る
と
、

「
長
期
的
な
人
材
の
確
保
・
育
成
」

な
ど
で
、「
中
途
採
用
枠
」か
ら「
第

二
新
卒
枠
」「
新
規
学
卒
者
枠
」
へ

と
割
合
が
高
く
な
る
一
方
で
、「
欠

員
補
充
」「
即
戦
力
確
保
」
で
は
、

「
新
規
学
卒
者
枠
」
か
ら
「
第
二

新
卒
者
枠
」「
中
途
採
用
者
枠
」
へ

と
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る

（
図
表
２
）。

　

総
じ
て
み
る
な
ら
、
や
は
り
、

「
中
途
採
用
者
枠
」
は
、「
欠
員
補

充
」
を
募
集
の
主
た
る
動
機
と
し
、

さ
ら
に
そ
の
欠
員
を
「
即
戦
力
」

を
も
っ
て
充
足
さ
せ
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、「
新
規
学

卒
者
枠
」
の
募
集
動
機
は
、「
長
期

的
な
人
材
の
確
保
・
育
成
」
に
主

眼
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
、「
第

二
新
卒
者
枠
」
は
、「
長
期
的
な
人

材
の
確
保
・
育
成
」
と
「
欠
員
補

充
」
の
二
つ
が
主
な
募
集
動
機
で

あ
る
。つ
ま
り
、「
第
二
新
卒
者
枠
」

は
、
そ
の
性
格
上
、
既
卒
者
の
よ

り
年
若
い
層
を
獲
得
す
る
た
め
の

採
用
で
あ
る
が
、「
中
途
採
用
者

枠
」
の
よ
う
な
「
欠
員
補
充
」
を
動
機
と
し

つ
つ
、「
新
規
学
卒
者
枠
」
の
よ
う
な
「
長
期

的
な
人
材
の
確
保
・
育
成
」
も
そ
の
募
集
動

機
と
し
て
い
る
採
用
方
法
で
あ
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
（
そ
の
た
め
、「
第
二
新
卒
者
枠
」

で
は
、「
即
戦
力
確
保
」
の
動
機
が
相
対
的
に

低
い
）。

２
．
既
卒
者
の
募
集
状
況
と
募
集
理
由

　

調
査
で
は
、
過
去
一
年
間
に
正
社
員
を
募

集
し
た
採
用
区
分
に
お
け
る
既
卒
者
の
正
社

員
と
し
て
の
募
集
状
況
を
尋
ね
た
（
こ
こ
で

の
「
既
卒
者
」
と
は
、
学
校
卒
業
後
す
ぐ
に

就
職
す
る
者
以
外
で
、
三
五
歳
未
満
の
者
の

こ
と
で
、
勤
務
経
験
の
有
無
は
問
わ
な
い
と
、

定
義
）。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
無
回
答
を
除

く
回
答
企
業
で
み
る

と
、「
新
規
学
卒
者

枠
」
の
既
卒
者
の
募

集
割
合
は
三
九
・
四

％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
第
二
新
卒
者

枠
」や「
中
途
採
用
者

枠
」
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
九
三
・
一
％
、
九

四
・
二
％
と
、
高
い

割
合
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、「
新
規
学

卒
者
枠
」
で
の
既
卒

者
の
募
集
割
合
を
規

模
別
に
み
て
み
る
と
、

規
模
が
小
さ
く
な
る

ほ
ど
そ
の
割
合
は
大

き
く
な
る
。
採
用
方

針
別
に
み
る
と
、
新

卒
採
用
中
心
に
な
る

ほ
ど
、「
新
規
学
卒
者

枠
」
で
の
既
卒
者
の

募
集
割
合
は
低
い

（
図
表
３
）。
つ
ま
り
、

新
卒
採
用
中
心
に
な

る
ほ
ど
（
す
な
わ
ち
、

新
卒
一
括
採
用
が
定

着
し
て
い
る
ほ
ど
）、

既
卒
者
を
募
集
対
象

図表２　正社員募集の理由（複数回答、％）

注）過去１年間に採用区分ごとに正社員を募集した企業を対象に無回答を除き集計。

図表３　新規学卒者枠での既卒者募集の有無（％）

注）過去１年間に新規学卒者枠で正社員を募集した企業を対象に無回答を除き集計。
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と
す
る
割
合
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、「
新
規
学
卒
者
枠
」
で
は
既
卒

者
が
募
集
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

な
ぜ
、
既
卒
者
は
募
集
対
象
に
な
り
に
く
い

の
で
あ
ろ
う
か
。そ
こ
で
、「
新
規
学
卒
者
枠
」

で
既
卒
者
を
募
集
し
て
い
な
い
企
業
に
そ
の

理
由
を
尋
ね
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
新
卒
者

で
十
分
人
員
が
確
保
で
き
る
か
ら
」が
七
二
・

五
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
新
卒
採

用
で
既
卒
者
を
採
用
し
た
経
験
が
な
く
採
用

ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
か
ら
」（
以
下
、「
既
卒
者
採

用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
」
と
略
） 

、「
社
内
の
賃

金
体
系
等
の
処
遇
制
度
が
未
整
備
だ
か
ら
」

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
「
新
卒
者
で
十

分
人
員
が
確
保
で
き
る
か

ら
」
を
理
由
に
あ
げ
る
割
合

が
高
ま
る
一
方
で
、
規
模
が

小
さ
く
な
る
ほ
ど
、「
既
卒
者

を
募
集
し
て
も
応
募
が
な
い

か
ら
」
や
「
即
戦
力
に
な
ら

な
い
か
ら
」
な
ど
の
理
由
を

あ
げ
る
割
合
が
高
ま
る
傾
向

に
あ
る
。
ま
た
、
採
用
方
針

別
に
み
る
と
、
新
卒
採
用
中

心
に
な
る
ほ
ど
「
新
卒
者
で

十
分
人
員
が
確
保
で
き
る
か

ら
」
と
す
る
割
合
が
高
ま
る

一
方
で
、
中
途
採
用
中
心
に

な
る
ほ
ど
「
既
卒
者
採
用
の

ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
」
を
理
由
に

あ
げ
る
割
合
が
高
ま
る
（
図

表
４
）。

　

で
は
逆
に
、
既
卒
者
を
募

集
対
象
と
す
る
理
由
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

調
査
で
は
、
採
用
区
分
ご
と

に
、
既
卒
者
を
募
集
対
象
と

し
た
理
由
を
尋
ね
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
新
規
学
卒

者
枠
」
で
は
、「
新
卒
者
と
変

わ
ら
な
い
か
ら
」
が
五
〇
・

八
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次

い
で
、「
既
卒
者
か
ら
応
募
が

あ
る
か
ら
」（
四
八
・
六
％
）、

「
新
卒
者
の
応
募
が
少
な
い

か
ら
」（
三
四
・
一
％
）
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。「
第
二
新
卒
者
枠
」も
、「
新

卒
者
と
変
わ
ら
な
い
か
ら
」
が
四
四
・
四
％

と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、「
既
卒
者
か
ら

応
募
が
あ
る
か
ら
」（
四
二
・
六
％
）、「
新
卒

者
の
応
募
が
少
な
い
か
ら
」（
三
一
・
一
％
）

な
ど
と
上
位
の
順
位
は
か
わ
ら
な
い
。
そ
の

一
方
で
、「
中
途
採
用
者
枠
」
で
は
、「
即
戦
力

に
な
る
か
ら
」
が
七
三
・
一
％
と
も
っ
と
も

多
く
な
っ
て
お
り
、
次
い
で
「
他
社
で
の
勤

務
経
験
を
持
つ
多
様
な
人
材
を
募
集
し
た
い

か
ら
」（
四
八
・
八
％
）、「
既
卒
者
か
ら
応
募

が
あ
る
か
ら
」（
三
二
・
八
％
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
（
図
表
５
）。

３
．
既
卒
者
募
集
の
際
の
年
齢
上
限
等

　

各
採
用
区
分
で
既
卒
者
を
募
集
す
る
場
合
、

年
齢
な
ど
の
上
限
を
定
め
て
い
る
か
が
、
既

卒
者
が
募
集
に
応
募
す
る
際
に
重
要
な
要
件

と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
既
卒

者
を
募
集
し
て
い
る
企
業
に
対
し
て
、
採
用

区
分
ご
と
に
年
齢
上
限
を
設
け
た
か
、
ま
た
、

設
け
た
場
合
の
上
限
年
齢
を
尋
ね
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
年
齢
上
限
を
設
け
て
い
る
企
業

割
合
（「
二
五
歳
未
満
」+

「
二
五
歳
以
上
三

〇
歳
未
満
」+「
三
〇
歳
以
上
三
五
歳
未
満
」）

は
、「
第
二
新
卒
者
枠
」
が
六
二
・
三
％
と
も

っ
と
も
高
く
、
次
い
で
、「
新
規
学
卒
者
枠
」

が
五
三
・
三
％
、「
中
途
採
用
者
枠
」
が
四
六
・

九
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
６
）。

　

年
齢
上
限
を
設
け
て
い
る
企
業
割
合
が

「
第
二
新
卒
者
枠
」
で
も
っ
と
も
高
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
採
用
区
分
は
、
既
卒
者
の
年
若

い
層
を
選
好
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
と
は
い
え
、
年
齢
上
限
の
内
訳
を

み
る
と
、「
二
五
歳
未
満
」
の
割
合
は
、「
新
規

学
卒
者
枠
」
で
も
っ
と
も
高
く
、
こ
の
採
用

区
分
が
二
五
歳
未
満
の
よ
り
若
い
層
を
募
集

対
象
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

注）過去１年間に新規学卒者枠で既卒者を募集しなかった企業を対象に集計。

図表４　新規学卒者枠で既卒者を募集対象としない理由（３つまでの複数回答、％）
新
卒
者
で
十
分

人
員
が
確
保
で

き
る
か
ら

新
卒
採
用
で
既
卒
者
を
採

用
し
た
経
験
が
な
く
採
用

ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
か
ら

社
内
の
賃
金
体
系

等
の
処
遇
制
度
が

未
整
備
だ
か
ら

既
卒
者
を
募
集

し
て
も
応
募
が

な
い
か
ら

即
戦
力
に
な
ら

な
い
か
ら

既
卒
者
の
職
業

意
識
が
低
い
か

ら 既
卒
者
を
配
置
す

る
と
配
属
先
の
負

担
が
増
す
か
ら

他
社
で
の
勤
務
経

験
が
あ
る
の
は
望

ま
し
く
な
い
か
ら

既
卒
者
の
能
力

が
低
い
か
ら

教
育
訓
練
費
用

が
増
加
す
る
か

ら

そ
の
他

無
回
答

計 (n=1049) 72.5 16.6 13.3 8.9 7.2 6.1 3.6 2.5 2.3 1.0 8.7 1.9
＜規模別＞
100 ～ 299 人 (n=658) 68.1 17.2 13.7 11.1 7.8 6.4 3.0 1.8 2.6 1.4 9.4 2.0
300 ～ 999 人 (n=280) 78.2 15.0 11.8 5.7 7.1 6.1 5.7 3.9 2.1 0.4 7.5 1.8
1000 人以上 (n=111) 84.7 17.1 15.3 3.6 4.5 4.5 1.8 2.7 0.9 0.9 7.2 1.8
＜採用方針別＞
新卒採用が中心 (n=553) 79.6 13.6 15.2 8.0 5.6 5.8 4.9 2.4 2.2 1.1 6.0 2.2
比較的新卒採用が中心 (n=297) 71.4 17.5 10.1 7.7 8.4 5.4 1.7 1.0 2.4 0.3 10.4 1.3
比較的中途採用が中心 (n=165) 55.8 23.6 13.3 12.1 10.3 7.3 3.0 5.5 2.4 2.4 13.3 2.4
中途採用が中心 (n=29) 44.8 27.6 10.3 17.2 6.9 13.8 3.4 3.4 3.4 0.0 13.8 0.0

図表５　各採用区分で既卒者を募集した理由（３つまでの複数回答、％）

注）過去１年間に各採用区分で既卒者を募集した企業を対象に集計。
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る
。
そ
の
一
方
で
、「
第
二
新
卒
者
枠
」は「
二

五
歳
以
上
三
〇
歳
未
満
」
で
、「
中
途
採
用
者

枠
」
は
「
三
〇
歳
以
上
三
五
歳
未
満
」
で
も

っ
と
も
割
合
が
高
く
な
る
た
め
、
卒
業
後
一

定
期
間
を
経
た
若
年
層
を
募
集
対
象
と
し
て

考
え
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

次
に
、
既
卒
者
を
募
集
し
て
い
る
企
業
に

対
し
て
、
採
用
区
分
ご
と
に
卒
業
後
の
経
過

期
間
の
上
限
を
設
け
た
か
、
ま
た
、
設
け
た

場
合
の
上
限
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
卒
業
後
の

経
過
期
間
の
上
限
を
設
け
て
い
る
企
業
割
合

（「
卒
業
後
一
年
以
内
」+

「
卒
業
後
一
年
を

超
え
二
年
以
内
」+

「
卒
業
後
二
年
を
超
え

三
年
以
内
」+

「
三
年
を
超
え
る
」）
は
、「
新

規
学
卒
者
枠
」
が
二
六
・
四
％
と
も
っ
と
も

高
く
、次
い
で
、「
第
二
新
卒
者
枠
」
が
二
二
・

二
％
、「
中
途
採
用
者
枠
」
が
五
・
〇
％
と
な

っ
て
い
る
。
各
採
用
区
分
で
の
卒
業
後
の
経

過
期
間
の
上
限
を
み
る
と
、「
新
規
学
卒
者

枠
」
で
は
、「
卒
業
後
一
年
以
内
」
が
も
っ
と

も
割
合
が
高
く
、「
第
二
新
卒
者
枠
」
は
「
卒

業
後
二
年
を
超
え
三
年
以
内
」
が
も
っ
と
も

割
合
が
高
い
（
図
表
７
）。

　

さ
ら
に
、
年
齢
上
限
や
卒
業
後
の
経
過
期

間
の
上
限
を
設
け
る
企
業
に
そ

の
理
由
を
尋
ね
る
と
、
い
ず
れ

の
採
用
区
分
も
「
で
き
る
だ
け

若
い
層
を
採
用
し
た
い
か
ら
」

が
も
っ
と
も
割
合
が
高
く
、「
新

規
学
卒
者
枠
」
で
は
、
次
い
で

「
年
齢
が
高
い
と
新
卒
者
扱
い

で
採
用
が
で
き
な
い
」「
自
社
の

年
齢
構
成
上
の
人
数
の
都
合
か

ら
」の
順
。「
第
二
新
卒
者
枠
」

で
は
「
自
社
の
年
齢
構
成
上
の

人
数
の
都
合
か
ら
」「
年
齢
が
高

い
と
新
卒
者
扱
い
で
採
用
が
で

き
な
い
」
な
ど
の
順
で
あ
り
、

「
中
途
採
用
者
枠
」
で
は
、「
自

社
の
年
齢
構
成
上
の
人
数
の
都

合
か
ら
」「
年
齢
の
高
い
人
を
配

置
す
る
と
配
属
先
の
負
担
が
増

す
」
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
た

（
図
表
８
）。

　

総
じ
て
言
え
ば
、
い
ず
れ
の

採
用
区
分
も
、
年
齢
上
限
を
設

け
る
理
由
は
、
で
き
る
だ
け
若

年
層
を
採
用
し
た
い
た
め
で
あ

り
、と
く
に「
新
規
学
卒
者
枠
」

で
は
、
既
卒
者
を
採
用
す
る
場

合
、
新
卒
者
扱
い
で
採
用
す
る

た
め
、
よ
り
若
い
年
齢
層
の
既

卒
者
を
募
集
対
象
と
し
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

図表６　既卒者を募集する際の年齢上限

図表７　既卒者を募集する際の卒業後の経過年数の上限

注）過去１年間に各採用区分で既卒者を募集した企業を対象に集計。

図表８　年齢や卒後の経過期間の上限を設ける理由(3つまでの複数回答、％）

注）過去１年間に各採用区分で既卒者を募集した企業のうち、年齢上限ま
たは卒後の経過期間の上限を設けた企業を対象に無回答を除き集計。

注）過去１年間に各採用区分で既卒者を募集した企業を対象に集計。
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４
．
既
卒
者
募
集
の
際
の
就
業
経
験

　

既
卒
者
を
募
集
す
る
場
合
、
就
業
経
験
を

求
め
て
い
る
か
も
、
既
卒
者
（
と
く
に
フ
リ

ー
タ
ー
）
が
募
集
に
応
募
す
る
う
え
で
重
要

な
要
件
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
く
に
中
途

採
用
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
即
戦
力
を
選
好

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
就
業
経

験
を
ど
の
よ
う
に
企
業
が
捉
え
て
い
る
か
を

把
握
す
る
こ
と
は
重
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
、
既
卒
者
を
正
社
員
と
し
て
募
集
す
る
に

あ
た
り
、
過
去
の
正
社
員
と
し
て
の
就
業
経

験
を
応
募
の
条
件
に
し
て
い
る
か
尋
ね
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
就
業
経
験
は
問
わ
な
い
」

と
し
て
い
る
の
は
、「
新
規
学
卒
者
枠
」
で
七

二
・
二
％
、「
第
二
新
卒
者
枠
」
で
六
一
・
七

％
、「
中
途
採
用
者
枠
」
で
四
三
・
九
％
と
な

っ
て
い
る
。
就
業
経
験
を
求
め
て
い
る
企
業

（「
就
業
経
験
が
あ
る
こ
と
が
条
件
」+

「
就

業
経
験
が

あ
る
こ
と

を
優
遇
」）

は
、「
中
途

採
用
者

枠
」
が
五

〇
・
五
％

で
あ
り
、

「
第
二
新

卒
者
枠
」

は
二
八
・

六
％
と
な

っ
て
い
る
。

な
お
、「
就

業
経
験
が

な
い
こ
と

が
条
件
」

と
し
て
い

る
の
は
、

「
新
規
学

卒
者
枠
」

が
七
・
〇

％
で
他
の

採
用
区
分

に
比
べ
割

合
が
比
較

的
高
い

（
図
表
９
）。

即
戦
力
を

よ
り
選
好

す
る
「
中

途
採
用
者

枠
」
は
予
想
通
り
、
正
社
員
と
し
て
の
就
業

経
験
を
求
め
て
い
る
割
合
が
他
の
採
用
区
分

に
比
べ
高
い
。「
第
二
新
卒
者
枠
」
も
そ
の

割
合
は
や
や
高
く
、
と
く
に
「
就
業
経
験
が

あ
る
こ
と
を
優
遇
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
る
。「
新
規
学
卒
者
枠
」
は
既
卒
者
を
募

集
対
象
に
含
め
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業

が
「
就
業
経
験
を
問
わ
な
い
」
と
の
姿
勢
で

あ
る
。

　

次
に
、
就
業
経
験
を
求
め
て
い
る
企
業
に

つ
い
て
、
そ
の
就
業
経
験
年
数
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
就
業
経
験
年
数
を
定
め
て
い
る
企
業

（「
一
〜
二
年
程
度
」+

「
三
年
程
度
」+

「
四

年
以
上
」）
は
、「
第
二
新
卒
者
枠
」
が
三
五
・

七
％
と
他
の
採
用
区
分
に
比
べ
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
（
図
表
10
）。

５
．
既
卒
者
の
採
用
状
況

　

過
去
一
年
間
で
既
卒
者
を
募
集
対
象
と
し

て
い
る
企
業
の
な
か
で
、
実
際
に
正
社
員
と

し
て
既
卒
者
を
採
用
し
た
実
績
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
新
規
学
卒
者
枠
」が
九
七
・
八
％
、「
第

二
新
卒
者
枠
」
が
八
六
・
二
％
、「
中
途
採
用

者
枠
」
が
九
一
・
二
％
と
な
っ
て
い
た
。
各

採
用
区
分
で
、
既
卒
者
を
募
集
対
象
に
し
て

い
る
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、
既
卒
者
の
採
用

実
績
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

採
用
し
た
既
卒
者
の
年
齢
区
分
を
み
る
と
、

「
新
規
学
卒
者
枠
」
は
「
二
五
歳
未
満
」
が

七
四
・
一
％
で
も
っ
と
も
多
く
、次
い
で
「
二

五
歳
以
上
三
〇
歳
未
満
」が
四
一
・
七
％
、「
三

〇
歳
以
上
三
五
歳
未
満
」
が
一
一
・
七
％
と

な
っ
て
い
る
。「
第
二
新
卒
者
枠
」
も
「
二

五
歳
未
満
」
が
六
六
・
三
％
で
も
っ
と
も
多

く
、
次
い
で
「
二
五
歳
以
上
三
〇
歳
未
満
」

が
五
一
・
八
％
、「
三
〇
歳
以
上
三
五
歳
未
満
」

が
一
八
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
中

途
採
用
者
枠
」
は
「
三
〇
歳
以
上
三
五
歳
未

図表９　募集条件での正社員としての就業経験の有無

注）過去１年間に各採用区分で既卒者を募集した企業を対象に集計。

図表10　募集条件で必要な就業経験年数

注） 過去１年間に各採用区分で既卒者を募集した企業の募集条件として、正社員としての就業経験について「就業経験があることが条件」「就業経験があることを
優遇」と回答した企業を対象に集計。

図表11　採用した既卒者の年齢区分（複数回答、％）

注）過去１年間に各採用区分で既卒者を募集した企業のうち、既卒者を採用した実績があると回答した企業を対象に無回答を除き集計。



特集―若年の自立支援

Business Labor Trend 2008.4

53

満
」
が
七
一
・
一
％
で
も
っ
と
も
多
く
、
次

い
で「
二
五
歳
以
上
三
〇
歳
未
満
」が
七
〇
・

二
％
、「
二
五
歳
未
満
」
が
四
二
・
五
％
と
な

っ
て
い
る
（
図
表
11
）。

　

採
用
者
数
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
過
去

一
年
間
の
各
採
用
区
分
で
の
採
用
者
の
全
人

数
の
平
均
値
は
、「
新
規
学
卒
者
枠
」
一
九
・

五
人
、「
第
二
新
卒
者
枠
」
三
・
〇
人
、「
中
途

採
用
者
枠
」
一
八
・
九
人
で
あ
る
。
回
答
企

業
に
つ
い
て
、
採
用
区
分
ご
と
に
度
数
分
布

を
み
る
と
、「
新
規
学
卒
者
枠
」
で
「
一
〜
五

人
」
が
三
六
・
七
％
で
も
っ
と
も
割
合
が
高

く
、
次
い
で
「
六
〜
一
〇
人
」「
一
一
〜
二
〇

人
」な
ど
と
な
っ
て
お
り
、「
第
二
新
卒
者
枠
」

で
は
「
一
〜
五
人
」
が
五
二
・
一
％
と
も
っ

と
も
割
合
が
高
く
、
次
い
で
「
〇
人
」「
六
〜

一
〇
人
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。「
中
途
採

用
者
枠
」
で
は
、「
一
〜
五
人
」
が
三
八
・
六

％
と
も
っ
と
も
割
合
が
高
く
、
次
い
で
「
六

〜
一
〇

人
」「
一
一

〜
二
〇

人
」
な
ど

と
な
っ
て

い
る
（
図

表
12
）。

　

そ
こ
で
、

過
去
一
年

間
の
「
新

規
学
卒
者

枠
」
で
の

採
用
者
に

占
め
る
既

卒
者
人
数

を
み
る
と
、

「
新
規
学

卒
者
枠
」

で
は
「
一

〜
五
人
」

が
八
九
・

五
％
で
も

っ
と
も
割

合
が
高
い
。

こ
れ
を
規

模
別
に
み

る
と
、「
一

〇
〇
〜
二

九
九
人
」

「
三
〇
〇
〜
九
九
九
人
」
で
「
一
〜
五
人
」

の
既
卒
者
採
用
が
全
体
の
九
割
を
占
め
る
が
、

「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
で
は
「
一
〜
五
人
」

が
六
六
・
七
％
と
も
っ
と
も
割
合
が
高
く
、

次
い
で
「
六
〜
一
〇
人
」
が
二
五
・
九
％
な

ど
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
13
）。

　

さ
ら
に
、「
新
規
学
卒
者
枠
」
で
の
既
卒
者

人
数
を
採
用
人
数
別
に
み
る
と
、
採
用
人
数

に
か
か
わ
ら
ず
、
既
卒
者
の
採
用
人
数
は
、

「
一
〜
五
人
」
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
い
も

の
の
、
採
用
人
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
増
加
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る

（
平
均
値
を
み
る
と
、
お
お
む
ね
規
模
が
大

き
く
な
る
ほ
ど
高
ま
る
）（
図
表
14
）。

　

調
査
で
は
、
採
用
さ
れ
た
既
卒
者
の
採
用

前
の
状
態
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、「
新
規
学
卒
者
枠
」
で
は
、「
正
社

員
経
験
が
あ
り
学
校
卒
業
後
三
年
未
満
の

者
」
が
六
四
・
四
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次

い
で
、「
フ
リ
ー
タ
ー
」「
正
社
員
経
験
が
あ
り

学
校
卒
業
後
三
年
以
上
の
者
」
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。「
第
二
新
卒
者
枠
」
で
は
、「
正
社

員
経
験
が
あ
り
学
校
卒
業
後
三
年
未
満
の

者
」
が
七
三
・
六
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次

い
で
、「
フ
リ
ー
タ
ー
」「
正
社
員
経
験
が
あ
り

学
校
卒
業
後
三
年
以
上
の
者
」
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。「
中
途
採
用
者
枠
」
で
は
、「
正
社

員
経
験
が
あ
り
学
校
卒
業
後
三
年
以
上
の

者
」
が
八
三
・
九
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次

い
で
、「
正
社
員
経
験
が
あ
り
学
校
卒
業
後
三

年
未
満
の
者
」「
派
遣
社
員
・
請
負
会
社
の
社

員
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
15
）。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
各
採
用
区
分
で
採
用
さ

れ
た
既
卒
者
を
概
観
す
る
と
、「
新
規
学
卒
者

枠
」
で
は
、
二
五
歳
未
満
の
者
を
採
用
す
る

企
業
が
多
い
一
方
で
、「
第
二
新
卒
者
枠
」
で

は
三
〇
歳
未
満
の
者
を
採
用
し
た
企
業
が
多

く
、「
中
途
採
用
者
枠
」
で
は
二
五
歳
以
上
の

注）過去１年間に各採用区分で既卒者を募集対象に含めている企業を対象に無回答及び採用者 ｢０人」の企業を除き集計。

図表14　新規学卒者枠での採用人数別に見た既卒者の採用人数
新規学卒者枠での既卒者人数（％）

平均（人）
１～５人 ６～ 10 人 11 ～ 30 人 31 人以上

計（n=220） 89.5 7.7 1.8 0.9 3.0 
＜新規学卒者枠採用人数別＞
１～５人（n=57） 100.0 0.0 0.0 0.0 1.6 
６～ 10 人（n=49） 87.8 12.2 0.0 0.0 2.7 
11 ～ 30 人（n=69） 92.8 5.8 1.4 0.0 2.3 
31 人以上（n=45） 73.3 15.6 6.7 4.4 6.3

図表12　各採用区分での過去1年間の採用人数（％）

注）過去１年間に各採用区分で募集した企業を対象に無回答を除き集計。

図表13　過去1年間での新規学卒者枠での既卒者採用人数

注）過去１年間に各採用区分で既卒者を募集対象に含めている企業を対象に無回答及び採用者 ｢0人」の企業を除き集計。
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者
を
採
用
し
た
企
業
が
多
い
。「
新
規
学
卒

者
枠
」
で
の
採
用
者
に
占
め
る
既
卒
者
の
割

合
は
数
人
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
、
採
用
人
数

が
増
え
る
ほ
ど
わ
ず
か
で
あ
る
が
既
卒
者
の

採
用
人
数
は
微
増
す
る
傾
向
に
あ
る
。
な
お
、

採
用
さ
れ
た
既
卒
者
の
採
用
前
の
状
態
は
、

「
新
規
学
卒
者
枠
」「
第
二
新
卒
者
枠
」
で
は

「
正
社
員
経
験
が
あ
り
学
校
卒
業
後
三
年
未

満
の
者
」が
多
い
一
方
で
、「
中
途
採
用
者
枠
」

で
は
「
正
社
員
経
験
が
あ
り
学
校
卒
業
後
三

年
以
上
の
者
」
が
多
い
。
た
だ
し
、
い
ず
れ

の
採
用
区
分
も
、
既
卒
者
の
中
に
「
フ
リ
ー

タ
ー
」
が
含
ま
れ
て
い
た
と
す
る
企
業
が
三

割
前
後
あ
っ
た
。

Ⅱ
．
通
年
採
用
制

１
．
通
年
採
用
制
の
導
入
状
況

　

調
査
で
は
、
新
規
学
卒
者
枠
で
の
採
用
方

法
と
し
て
、
通
年
採
用
制
（
４
）
を
導
入
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、「
導
入
し
て
い
る
」
が
二
一
・
四
％
と
約

二
割
が
通
年
採
用
制
を
導
入
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
導
入
割
合
は
高
ま
る
。
業
種
別

に
み
る
と
、「
教
育
・
学
習
支
援
業
」
が
四
六
・

二
％
で
導
入
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、
次
い

で
「
医
療
・
保
健
衛
生
・
福
祉
」（
三
二
・
四

％
）、「
飲
食
店
・
宿
泊
業
」（
二
九
・
四
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
16
）。

　

通
年
採
用
導
入
企
業（
通
年
採
用
制
を「
導

入
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
）
に
つ
い

て
、
通
年
採
用
制
を
導
入
す
る
理
由
を
み
る

と
、「
四
月
の
一
括
採
用
だ
け
で
は
採
用
予
定

数
を
充
足
で
き
な
い
」
が
五
九
・
一
％
で
も

っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、「
年
間
を
通
じ
て
不

足
人
員
を
補
充
で
き
る
」（
五
八
・
五
％
）、「
募

集
時
期
の
拡
大
に
よ
り
多
様
な
人
材
を
採
用

し
た
い
」（
三
九
・
三
％
）、「
柔
軟
に
採
用
数

を
調
整
で
き
る
か
ら
」（
三
九
・
一
％
）
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
小
さ

く
な
る
ほ
ど
、「
年
間
を
通
じ
て
不
足
人
員
を

補
充
で
き
る
」「
人
員
計
画
を
立
て
や
す
い
」

の
割
合
が
高
く
な
る
一
方
で
、
規
模
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
「
募
集
時
期
の
拡
大
に
よ
り
多

様
な
人
材
を
採
用
し
た
い
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
な
ど
で
募
集
活
動
が
容
易
」「
帰
国

し
た
海
外
留
学
生
等
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
採
用

で
き
る
」
の
割
合
が
高
く
な
る
。

　

ま
た
、
採
用
方
針
別
に
み
る
と
、
新
卒
採

用
中
心
の
企
業
に
な
る
ほ
ど
「
四
月
の
一
括

採
用
だ
け
で
は
採
用
予
定
数
を
充
足
で
き
な

い
」「
募
集
時
期
の
拡
大
に
よ
り
多
様
な
人
材

を
採
用
し
た
い
」「
帰
国
し
た
海
外
留
学
生
等

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
採
用
で
き
る
」
の
割
合
が

高
く
な
る
一
方
で
、
中
途
採
用
中
心
の
企
業

注）n=15 以下の業種（鉱業、複合サービス）については割愛した。

図表16　通年採用制の実施の有無（％)
導入して
いる

導入する
予定

導入を検
討中

今後も導
入しない 現在未定 無回答

計 (n=3262) 21.4  1.7  6.7 21.6 47.5 1.0
＜規模別＞
100 ～ 299 人 (n=2426) 20.2  1.9  6.1 21.9 48.7 1.2
300 ～ 999 人 (n=628) 23.6  1.1  8.8 21.8 44.1 0.6
1000 人以上 (n=208) 28.8  1.9  8.7 17.8 42.8 0.0
＜業種＞
建設業 (n=214) 21.5 1.9  4.2 22.0 50.5 0.0
製造業 (n=1021) 19.4 1.6  6.3 20.2 52.0 0.6
電気・ガス・熱供給・水道業 (n=17) 11.8 11.8  0.0 35.3 41.2 0.0
情報・通信業 (n=187) 21.4  2.1  5.9 23.5 47.1 0.0
運輸業 (n=341) 22.9  1.5  4.7 27.6 40.2 3.2
卸売・小売業 (n=736) 23.0  2.2  9.6 18.6 45.7 1.0
飲食店・宿泊業 (n=153) 29.4  3.3  9.2 13.7 43.8 0.7
金融・保険業 (n=63) 19.0  0.0  4.8 27.0 49.2 0.0
不動産業 (n=44) 25.0  0.0  4.5 36.4 31.8 2.3
医療・保健衛生・福祉 (n=34) 32.4  0.0 20.6  5.9 38.2 2.9
教育・学習支援業 (n=26) 46.2  0.0  7.7 15.4 30.8 0.0
その他サービス (n=420) 17.9  1.0  4.8 26.4 48.6 1.4

図表15　採用された既卒者の採用前の状態（複数回答、％）

注）過去１年間に各採用区分で既卒者を採用した企業を対象に無回答を除き集計。
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に
な
る
ほ
ど
、「
年
間
を
通
じ
て
不
足
人
員
を

補
充
で
き
る
」
の
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
に

あ
る
（
図
表
17
）。

２
．
通
年
採
用
制
の
問
題
点

　

通
年
採
用
導
入
企
業（
通
年
採
用
制
を「
導

入
し
て
い
る
企
業
」）
と
通
年
採
用
導
入
検

討
企
業（
通
年
採
用
制
を「
導
入
す
る
予
定
」

「
導
入
を
検
討
中
」
と
し
て
い
る
企
業
）
に

分
け
て
、
通
年
採
用
制
の
問
題
点

を
み
る
と
、
通
年
採
用
導
入
企
業

で
は
、「
人
事
部
の
負
担
が
増
加
」
が
四
九
・

四
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、「
新
入
社

員
研
修
の
時
期
・
回
数
の
重
複
化
」（
二
九
・

〇
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
通
年

採
用
導
入
検
討
企
業
で
も
、「
人
事
部
の
負
担

が
増
加
」
が
五
二
・
五
％
と
も
っ
と
も
多
く
、

次
い
で
、「
新
入
社
員
研
修
の
時
期
・
回
数
の

重
複
化
」（
四
七
・
八

％
）
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。「
問
題
点
は

な
い
」
と
す
る
割
合

は
、
導
入
企
業
で
二

五
・
三
％
、
導
入
検

討
企
業
で
一
〇
・
五

％
と
な
っ
て
お
り
、

実
際
に
通
年
採
用
制

を
導
入
し
て
い
る
企

業
の
ほ
う
が
、
導
入

検
討
企
業
に
比
べ
一

四
・
八
ポ
イ
ン
ト
高

い
。

　

ま
た
、
導
入
企
業

と
導
入
検
討
企
業
の

差
を
み
る
と
、
実
際

に
通
年
採
用
制
を
導

入
し
て
い
る
企
業
の

ほ
う
が
、
導
入
検
討

企
業
に
比
べ
、「
人
材

レ
ベ
ル
を
揃
え
に
く

い
」
と
す
る
割
合
が

三
・
五
ポ
イ
ン
ト
高

い
。
そ
の
一
方
で
、

｢

新
人
社
員
研
修
の

時
期
・
回
数
の
重
複

化
」｢
同
期
入
社
社

員
の
連
帯
感
の
希
薄

化｣｢

人
事
部
の
負

担
が
増
加｣
は
い
ず

れ
も
、
導
入
検
討
企
業
の
ほ
う
が
高
く
な
っ

て
い
る
（
図
表
18
）。

３
．
通
年
採
用
制
を
導
入
し
な
い
理
由

　

通
年
採
用
制
を
「
今
後
も
導
入
し
な
い
」

「
現
在
未
定
」
と
回
答
し
た
企
業
に
つ
い
て
、

通
年
採
用
制
を
導
入
し
な
い
理
由
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
欠
員
が
あ
る
場
合
、
中
途
採
用
で

ま
か
な
っ
て
い
る
」
が
六
〇
・
八
％
と
も
っ

と
も
多
く
、
次
い
で
、「
通
年
採
用
を
し
な
く

と
も
十
分
人
員
が
確
保
で
き
る
」（
三
二
・
五

％
）、「
昔
か
ら
、
新
卒
採
用
は
年
に
一
度
と

決
め
て
い
る
」（
二
二
・
八
％
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。「
特
に
理
由
は
な
い
」
は
六
・
四

％
だ
っ
た
。

　

こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
「
通
年
採
用
を
し
な
く
と
も
十

分
人
員
が
確
保
で
き
る
」「
募
集
経
費
が
増
加

す
る
か
ら
」「
採
用
後
の
教
育
訓
練
経
費
が
増

加
す
る
か
ら
」
の
割
合
が
高
ま
る
傾
向
に
あ

り
、
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
「
欠
員
が
あ

る
場
合
、
中
途
採
用
で
ま
か
な
っ
て
い
る
」

の
割
合
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

　

採
用
方
針
別
に
み
る
と
、
新
卒
採
用
中
心

に
な
る
ほ
ど
、「
通
年
採
用
を
し
な
く
と
も
十

分
人
員
が
確
保
で
き
る
」「
昔
か
ら
、
新
卒
採

用
は
年
に
一
度
と
決
め
て
い
る
」「
募
集
経
費

が
増
加
す
る
か
ら
」
の
割
合
が
高
ま
る
傾
向

に
あ
り
、
中
途
採
用
中
心
に
な
る
ほ
ど
、「
欠

員
が
あ
る
場
合
、
中
途
採
用
で
ま
か
な
っ
て

い
る
」
の
割
合
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
（
図

表
19
）。

　

な
お
、「
そ
の
他
」
の
自
由
記
述
を
み
る
と
、

「
就
職
活
動
者
の
母
集
団
が
春
に
集
中
し
、

通
年
採
用
し
て
も
春
に
比
べ
応
募
が
少
な

い
」「
三
月
卒
業
で
あ
る
学
生
が
多
い
か
ら
」

な
ど
の
よ
う
に
募
集
し
て
も
応
募
が
少
な
い

こ
と
を
懸
念
す
る
回
答
や
、「
量
よ
り
質
、
早

注）通年採用制を導入している企業を対象に集計。

図表17　通年採用制を導入している理由（複数回答、％）
４
月
の
一
括
採
用
だ

け
で
は
採
用
予
定
数

を
充
足
で
き
な
い

年
間
を
通
じ
て
不
足

人
員
を
補
充
で
き
る

募
集
時
期
の
拡
大
に

よ
り
多
様
な
人
材
を

採
用
し
た
い

柔
軟
に
採
用
数
を
調

整
で
き
る
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

活
用
な
ど
で
募
集
活

動
が
容
易

人
員
計
画
を
立
て
や

す
い

帰
国
し
た
海
外
留
学

生
等
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
採
用
で
き
る

企
業
の
社
会
的
責
任

と
し
て

そ
の
他

無
回
答

計（n=699） 59.1 58.5 39.3 39.1 13.6 12.3 7.2 2.6 2.3 0.4
＜規模別＞
100 ～ 299 人（n=491） 54.0 64.6 35.2 39.5 12.4 13.0 4.5 3.3 2.2 0.4
300 ～ 999 人（n=148） 72.3 50.0 43.9 41.2 14.2 12.8 9.5 0.7 2.7 0.7
1000 人以上（n=60） 68.3 30.0 61.7 30.0 21.7 5.0 23.3 1.7 1.7 0.0

＜採用方針＞
新卒採用が中心（n=191） 71.7 45.5 47.1 37.2 18.3 12.6 10.5 3.1 1.6 0.0
比較的新卒採用が中心（n=226） 65.9 50.4 39.8 39.8 11.5 13.3 8.0 0.9 3.5 0.9
比較的中途採用が中心（n=159） 56.0 67.3 36.5 42.1 15.1 10.1 5.7 3.8 1.3 0.6
中途採用が中心（n=120） 30.8 83.3 30.0 37.5 7.5 13.3 2.5 3.3 2.5 0.0

図表18　通年採用制の問題点（n=975、複数回答、％）

注 1）通年採用制を「導入している」「導入する予定」「導入を検討中」と回答した企業を対象に集計。
注 2）「通年採用導入企業」とは、通年採用を「導入している」企業のこと。「通年採用導入検討企業」とは、「導入する予定」と「導入を検討中」の合計。
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期
応
募
学
生
の
質
は
良
好
」「
時
期
を
は
ず
れ

る
と
、
優
秀
な
人
材
が
確
保
で
き
な
く
な
る

か
ら
」「
質
の
高
い
学
生
は
春
期
採
用
で
打
ち

止
め
と
な
る
か
ら
」
な
ど
と
優
秀
な
人
材
確

保
の
観
点
か
ら
通
年
採
用
制
を
実
施
し
な
い

企
業
も
あ
っ
た
。

Ⅲ
．
非
正
社
員
の
正
社
員
登
用

制
度

１
．
登
用
制
度
の
導
入
状

況
と
導
入
理
由

　

非
正
社
員
の
正
社
員
登

用
制
度
〈
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
、
契
約
社
員
な
ど

の
非
正
社
員
（
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
、
請

負
会
社
の
社
員
を
除
く
）

と
し
て
採
用
し
た
人
材
を

正
社
員
に
登
用
す
る
制

度
〉
が
あ
る
か
に
つ
い
て

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
制
度
が

あ
る
」
と
す
る
企
業
は
二

五
・
九
％
、「
制
度
は
な
い

が
実
態
と
し
て
登
用
す
る

慣
行
は
あ
る
」（
以
下
、「
慣

行
と
し
て
は
あ
る
」と
略
）

が
四
九
・
三
％
、「
制
度
も

慣
行
も
な
い
」
が
二
四
・

一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
規
模
別
に
み
る

と
、
規
模
が
大
き
く
な
る

ほ
ど
、
制
度
が
あ
る
企
業

割
合
は
高
ま
る
傾
向
に
あ

る
。
業
種
別
に
み
る
と
、

「
飲
食
店
・
宿
泊
業
」
が

四
五
・
八
％
で
も
っ
と
も

割
合
が
高
く
、次
い
で「
医

療
・
保
健
衛
生
・
福
祉
」

「
教
育
・
学
習
支
援
業
」

な
ど
が
続
く
。
非
正
社
員

比
率
別
に
み
る
と
、
制
度

が
あ
る
企
業
割
合
は
非
正

社
員
の
比
率
が
上
昇
す
る
ほ
ど
お
お
む
ね
高

ま
る
傾
向
に
あ
る
（
図
表
20
）。

　

非
正
社
員
の
正
社
員
登
用
制
度
が
あ
る
理

由
は
、「
優
秀
な
非
正
社
員
を
正
社
員
に
登
用

し
、
定
着
や
仕
事
意
欲
を
高
め
る
た
め
」
が

八
六
・
九
％
で
も
っ
と
も
多
く
、次
い
で
、「
正

社
員
を
補
充
す
る
た
め
」（
三
八
・
二
％
）、「
非

正
社
員
全
体
の
定
着
や
仕
事
意
欲
を
高
め
る

た
め
」（
二
七
・
五
％
）、「
正
社
員
に
す
る
人

材
を
選
ぶ
た
め
の
試
用
期
間
と
し
て
」（
二

三
・
五
％
）、「
非
正
社
員
か
ら
正
社
員
登
用

に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
」（
二
〇
・
七
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
「
制
度
が
あ
る
企
業
」
と
「
慣
行

と
し
て
は
あ
る
企
業
」
に
分
け
て
み
る
と
、

「
制
度
の
あ
る
企
業
」
の
ほ
う
が
「
慣
行
と

し
て
は
あ
る
企
業
」
に
比
べ
て
、「
優
秀
な
非

正
社
員
を
正
社
員
に
登
用
し
、
定
着
や
仕
事

意
欲
を
高
め
る
た
め
」「
非
正
社
員
全
体
の
定

着
や
仕
事
意
欲
を
高
め
る
た
め
」「
正
社
員
に

す
る
人
材
を
選
ぶ
た
め
の
試
用
期
間
と
し

て
」「
企
業
の
社
会
的
責
任
か
ら
」「
非
正
社
員

を
採
用
し
や
す
く
す
る
た
め
」
な
ど
で
そ
の

割
合
が
高
い
（
図
表
21
）。

　

と
く
に
「
非
正
社
員
全
体
の
定
着
や
仕
事

意
欲
を
高
め
る
た
め
」
で
、「
制
度
の
あ
る
企

業
」の
ほ
う
が「
慣
行
と
し
て
は
あ
る
企
業
」

に
比
べ
て
、
一
九
・
九
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
制

度
化
さ
れ
て
い
る
企
業
で
は
、
登
用
さ
れ
た

優
秀
な
非
正
社
員
だ
け
で
な
く
、
非
正
社
員

全
体
の
定
着
や
仕
事
意
欲
の
向
上
に
つ
い
て

も
よ
り
関
心
を
示
し
て
い
る
実
情
が
垣
間
見

注）通年採用制を「今後も導入しない」「現在未定」と回答した企業を対象に集計。

図表19　通年採用制を導入しない理由（複数回答、％）
欠
員
が
あ
る
場
合
、
中
途
採
用

で
ま
か
な
っ
て
い
る

通
年
採
用
を
し
な
く
と
も
十
分

人
員
が
確
保
で
き
る

昔
か
ら
、
新
卒
採
用
は
年
に
１

度
と
決
め
て
い
る

募
集
経
費
が
増
加
す
る
か
ら

採
用
後
の
教
育
訓
練
経
費
が
増

加
す
る
か
ら

通
年
採
用
の
や
り
方
が
わ
か
ら

な
い

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

計（n=2253） 60.8 32.5 22.8 12.0 8.0 5.4 7.5 6.4 1.3
＜規模別＞
100 ～ 299 人（n=1713） 65.1 27.6 22.9 9.3 6.8 5.5 7.4 6.3 1.4
300 ～ 999 人（n=414） 48.3 44.4 25.1 17.9 10.9 4.6 6.0 7.5 1.0
1000 人以上（n=126） 42.9 60.3 14.3 30.2 15.1 6.3 13.5 4.0 0.8

＜採用方針＞
新卒採用が中心（n=709） 37.7 50.2 29.5 16.4 10.0 5.6 7.3 6.6 1.1
比較的新卒採用が中心（n=546） 66.3 31.1 27.8 17.0 11.5 6.2 7.1 7.1 1.1
比較的中途採用が中心（n=453） 74.6 24.5 24.3 9.3 5.5 6.4 2.6 5.7 1.1
中途採用が中心（n=502） 76.1 17.7  8.2 3.8 4.4 3.8 10.8 5.2 1.6

注）n=15 以下の業種（鉱業、複合サービス）については割愛した。

図表20　非正社員の正社員登用制度の有無（％）

制度がある 慣行とし
てはある

制度も慣
行もない 無回答

計（n=3262） 25.9 49.3 24.1 0.7
＜規模別＞
100 ～ 299 人（n=2426） 23.5 50.8 25.0 0.8
300 ～ 999 人（n=628） 29.8 46.5 23.1 0.6
1000 人以上（n=208） 42.3 40.4 16.8 0.5
＜業種別＞
建設業（n=214） 15.4 51.4 33.2 0.0
製造業（n=1021） 22.7 53.1 23.9 0.3
電気・ガス・熱供給・水道業（n=17） 5.9 47.1 47.1 0.0
情報・通信業（n=187） 22.5 41.2 36.4 0.0
運輸業（n=341） 27.3 45.7 24.0 2.9
卸売・小売業（n=736） 26.6 48.8 23.9 0.7
飲食店・宿泊業（n=153） 45.8 49.7 3.9 0.7
金融・保険業（n=63） 36.5 34.9 28.6 0.0
不動産業（n=44） 15.9 43.2 38.6 2.3
医療・保健衛生・福祉（n=34） 41.2 50.0 5.9 2.9
教育・学習支援業（n=26） 30.8 50.0 19.2 0.0
その他サービス（n=420） 29.3 49.3 21.0 0.5
＜全社員に占める非正社員の比率＞
ほぼ０（n=310） 4.8 24.8 68.7 1.6
10％未満（n=1057） 17.0 54.8 27.9 0.3
10 ～ 30％未満（n=933） 29.5 53.4 16.9 0.2
30 ～ 50％未満（n=374） 42.0 46.3 11.2 0.5
50 ～ 70％未満（n=272） 34.9 52.6 12.1 0.4
70％以上（n=266） 41.4 47.0 10.9 0.8



特集―若年の自立支援

Business Labor Trend 2008.4

57

え
る
。
ま
た
、「
正
社
員
に
す
る
人
材
を
選
ぶ

た
め
の
試
用
期
間
と
し
て
」
も
八
・
二
ポ
イ

ン
ト
高
く
、
慣
行
と
し
て
あ
る
企
業
に
比
べ
、

制
度
化
さ
れ
て
い
る
企
業
の
ほ
う
が
、
登
用

制
度
を
試
用
期
間
と
し
て
認
識
す
る
傾
向
が

強
い
こ
と
も
示
唆
さ
れ
る
。

２
．
登
用
さ
れ
た
非
正
社
員
の
有
無

　

過
去
一
年
間
に
三
五
歳
未
満
の
非
正
社
員

で
正
社
員
に
登
用
さ
れ
た
者
が
い
る
か
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
い
る
」
と
す
る
割
合
は
六
〇
・

八
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
登
用
制
度
の

制
度
化
の
有
無
別
に
み
る
と
、「
制
度
が
あ
る

企
業
」
で
は
七
五
・
六
％
が
、
登
用
実
績
が

あ
る
と
し
て
お
り
、「
慣
行
と
し
て
は
あ
る
企

業
」
の
五
三
・
一
％
を
二
二
・
五
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
高
ま

る
ほ
ど
登
用
実
績
は
高
ま
る
。
ま
た
、
非
正

社
員
比
率
別
に
み
る
と
、
非
正
社
員
の
比
率

が
高
ま
る
ほ
ど
登
用
実
績
は
お
お
む
ね
高
ま

る
傾
向
に
あ
る
（
図
表
22
）。

　

次
に
、
正
社
員
登
用
の
候
補
者
を
選
ぶ
際

の
条
件
は
、「
上
司
に
よ
る
推
薦
が
あ
る
こ

と
」
が
六
八
・
一
％
と
も
っ
と
も
割
合
が
高

く
、
次
い
で
、「
本
人
の
希
望
」（
五
八
・
八
％
）、

「
業
務
成
績
が
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
」（
四
七
・
九
％
）、「
一
定
の
勤
続
年
数
」（
二

四
・
五
％
）
な
ど
が
続
く
。
こ
れ
を
登
用
制

度
の
制
度
化
の
有
無
別
に
み
る
と
、
い
ず
れ

の
項
目
も
、
制
度
が
あ
る
企
業
の
ほ
う
が
高

い
一
方
で
、「
と
く
に
決
ま
っ
た
条
件
は
な

い
」
は
「
慣
行
と
し
て
あ
る
」
と
す
る
企
業

の
ほ
う
が
高
い
（
図
表
23
）。

　

次
に
、
候
補
者
を
選
ぶ
際
の
条
件
の
な
か

で
、「
一
定
の
年
齢
要
件
」
を
選
択
し
た
企
業

に
つ
い
て
の
み
、
年
齢
要
件
で
の
年
齢
上
限

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
三
〇
〜
三
五
歳
未
満
」

「
三
五
歳
以
上
」
が
と
も
に
三
三
・
三
％
で

も
っ
と
も
割
合
が
高
い
。
こ
れ
を
登
用
制
度

の
制
度
化
の
有
無
別
に
み
る
と
、
制
度
が
あ

る
企
業
で
は
、「
三
五
歳
以
上
」
が
も
っ
と
も

割
合
が
高
く
（
四
一
・
一
％
）、
慣
行
と
し

て
は
あ
る
企
業
で
は
「
三
〇
歳
以
上
三
五
歳

未
満
」
が
も
っ
と
も
割
合
が
高
い
（
三
九
・

八
％
）（
図
表
24
）。

３
．
登
用
制
度
を
導
入
し
な
い
理
由

　

な
お
、
調
査
で
は
、
正
社
員
登
用
制
度
の

「
制
度
も
慣
行
も
な
い
」
企
業
に
つ
い
て
、

制
度
や
慣
行
が
な
い
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
そ
も
そ
も
非
正
社

員
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
」
が
三
一
・
四
％
で

も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
現
有
の
正
社
員

で
十
分
人
員
が
確
保
で
き
る
」（
三
一
・
三
％
）、

「
正
社
員
と
非
正
社
員
と
で
会
社
が
求
め
て

い
る
も
の
が
違
う
」（
二
九
・
〇
％
）、「
正
社

図表21　正社員登用制度（慣行含む）がある理由（複数回答、％）

注）非正社員の正社員登用制度について「制度がある」「慣行としてある」と回答した企業を対象に集計。

図表22　過去1年間での35歳未満の登用者の有無

注）非正社員の正社員登用制度について「制度がある」「慣行としてある」と回答した企業を対象に集計。
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員
は
新
卒
採
用
ま
た
は
中
途
採
用
で
と
る
と

決
ま
っ
て
い
る
」（
二
五
・
八
％
）
な
ど
と
な

っ
て
い
る
（
図
表
25
）。

Ⅳ
．
フ
リ
ー
タ
ー
の
採
用
状
況

１
．
フ
リ
ー
タ
ー
面
接
の
際
の
重
視
項
目

　

調
査
で
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
（
５
）
に
つ
い
て
、

正
社
員
採
用
の
面
接
を
行
う
際
（
ま
た
は
仮

に
行
う
場
合
）
に
、
重
視
す
る
項
目
を
尋
ね

た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
重
視
す
る
と
す
る
企

業
割
合
（「
か
な
り
重
視
す
る
」+

「
や
や
重

視
す
る
」）
が
も
っ
と
も
高
い
の
は
「
熱
意
・

意
欲
」
で
九
二
・
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
次

い
で
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」（
八
八
・

二
％
）、「
忍
耐
力
」（
八
六
・
四
％
）、「
身
だ
し

な
み
」（
八
一
・
四
％
）
が
八
割
台
、「
即
戦
力

と
し
て
の
技
能
」（
七
二
・
二
％
）、「
募
集
し

て
い
る
業
務
と
関
連
の
あ
る
正
社
員
経
験
」

図表23　正社員登用の候補者を選ぶ際の条件（複数回答、％）

注）非正社員の正社員登用制度について「制度がある」「慣行としてある」と回答した企業を対象に集計。

図表24　登用制度の年齢要件での年齢上限

注）非正社員の正社員登用の候補者を選ぶ条件として「一定の年齢要件」と回答した企業を対象に集計。

図表25　正社員登用制度（慣行含む）がない理由(n=786、複数回答、％)

注）正社員の非正社員登用制度について「制度も慣行もない」と回答した企業を対象に集計。
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（
七
〇
・
七
％
）
が
七
割
台
と
な
っ
て
お
り
、

以
下
、「
な
ぜ
フ
リ
ー
タ
ー
を
続
け
て
き
た
か

に
つ
い
て
の
筋
の
通
っ
た
説
明
」「
募
集
し
て

い
る
業
務
と
関
連
の
あ
る
正
社
員
経
験
」
な

ど
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
26
）。

　

一
方
、
重
視
し
な
い
と
す
る
企
業
割
合

（「
重
視
し
な
い
」+「
あ
ま
り
重
視
し
な
い
」）

が
も
っ
と
も
高
い
の
は
、「
募
集
し
て
い
る
業

務
と
関
連
の
な
い
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
」
で
三

六
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
次
い
で
、「
募
集

し
て
い
る
業
務
と
関
連
の
な
い
正
社
員
経

験
」
が
三
四
・
六
％
、
以
下
、「
学
歴
」（
二
五
・

二
％
）、「
資
格
」（
一
九
・
四
％
）、「
募
集
し
て

い
る
業
務
と
関
連
の
あ
る
ア
ル
バ
イ
ト
経

験
」（
一
五
・
二
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
じ
て
言
え
ば
、
企
業
は
、
フ
リ
ー
タ
ー

を
面
接
す
る
際
、「
熱
意
・
意
欲
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」「
忍
耐
力
」
な
ど
を
重
視
す

る
選
考
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

の
ほ
か
に
も
、「
即
戦
力
と
し
て
の
技
能
」
や

「
業
務
と
関
連
の
あ
る
正
社
員
経
験
」
な
ど
、

ス
キ
ル
や
経
験
に
も
着
目
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、「
募
集
し
て
い
る
業

務
と
関
連
の
あ
る
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
」
も
、

五
一
・
七
％
と
約
半
数
の
企
業
が
重
視
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、「
業
務
と
関

連
の
な
い
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
」
は
ほ
と
ん
ど

重
視
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
募
集
し
て

い
る
業
務
と
関
連
の
あ

る
正
社
員
経
験
」
及
び

「
募
集
し
て
い
る
業
務

と
関
連
の
あ
る
ア
ル
バ

イ
ト
経
験
」
に
つ
い
て

の
み
、
業
種
別
に
見
て

み
よ
う
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、「
募
集
し
て
い
る
業

務
と
関
連
の
あ
る
正
社

員
経
験
」
に
つ
い
て
の

重
視
で
も
っ
と
も
多
い

の
は
「
教
育
・
学
習
支

援
業
」（
八
〇
・
八
％
）

で
あ
り
、
次
い
で
、「
飲

食
店
・
宿
泊
業
」「
建
設

業
」「
電
気
・
ガ
ス
・
熱

供
給
・
水
道
業
」「
情
報
・

通
信
業
」
な
ど
が
続
く
。

一
方
、「
募
集
し
て
い
る

業
務
と
関
連
の
あ
る
ア

ル
バ
イ
ト
経
験
」
に
つ

い
て
の
重
視
で
も
っ
と

も
多
い
の
は「
飲
食
店
・

宿
泊
業
」（
七
五
・
二
％
）

で
あ
り
、
次
い
で
「
教

育
・
学
習
支
援
業
」「
医

療
・
保
健
衛
生
・
福
祉
」

「
情
報
・
通
信
業
」
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。
両

者
の
差
が
少
な
い
も
の

を
み
る
と
、「
飲
食
店
・

図表26　フリーターを正社員採用の面接の際に重視する項目（n=3262）

図表27　業種別に見た募集している業務と関連のある正社員経験・アルバイト経験の重視度（n=3262、％）

注）数値は、「かなり重視する」+「やや重視する」の合計。
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宿
泊
業
」「
医
療
・
保
健
衛
生
・
福
祉
」「
教
育
・

学
習
支
援
行
」「
情
報
・
通
信
業
」
な
ど
で
、

差
が
小
さ
く
、
こ
れ
ら
の
業
界
で
は
、
業
務

に
関
連
の
あ
る
経
験
で
あ
る
な
ら
ば
、
正
社

員
経
験
だ
け
で
な
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
経
験

も
同
様
に
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る
（
図
表
27
）。

２
．
フ
リ
ー
タ
ー
採
用
の
有
無

　

フ
リ
ー
タ
ー
を
い
わ
ゆ
る
正
社
員
と
し
て

採
用
す
る
場
合
の
年
齢
の
上
限
を
み
る
と
、

「
二
五
〜
二
九
歳
」
が
三
二
・
四
％
と
も
っ

と
も
割
合
が
高
く
、
次
い
で
、「
年
齢
制
限
な

し
」
が
二
九
・
〇
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
採
用
方
針
別
に
み
る
と
、
中
途
採
用

中
心
に
な
る
ほ
ど
「
年
齢
制
限
な
し
」
の
割

合
は
高
ま
る
（
図
表
28
）。　

で
は
、
実
際

に
ど
れ
だ
け
の

企
業
が
フ
リ
ー

タ
ー
を
採
用
し

て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

実
際
に
、
過

去
一
年
間
に
、

フ
リ
ー
タ
ー
を
正
社
員
と
し
て
採
用
し
た
企

業
割
合
は
、
一
九
・
九
％
と
な
っ
て
い
た
。

規
模
別
に
み
る
と
、
い
ず
れ
の
企
業
規
模
で

も
、
フ
リ
ー
タ
ー
を
正
社
員
と
し
て
採
用
し

た
企
業
割
合
は
二
割
前
後
存
在
す
る
。
業
種

別
に
み
る
と
、「
飲
食
店
・
宿
泊
業
」
が
五
一
・

六
％
と
も
っ
と
も
割
合
が
高
く
、
次
い
で
、

「
教
育
・
学
習
支
援
」「
運
輸
業
」「
医
療
・
保

健
衛
生
・
福
祉
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
採

用
方
針
別
に
み
る
と
、
新
卒
採
用
中
心
の
企

業
に
な
る
ほ
ど
、「
採
用
し
た
」
と
す
る
割
合

は
低
下
す
る
（
図
表
29
）。

　

次
に
、
フ
リ
ー
タ
ー
を
正
社
員
と
し
て
採

用
し
た
企
業
に
つ
い
て
、
採
用
理
由
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
人
手
が
足
り
な
か
っ
た
か
ら
」

「
即
戦
力
と
し
て
期
待
で
き
た
か
ら
」
が
と

も
に
五
〇
・
五
％
で
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。

こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
小
さ
く

な
る
ほ
ど
、「
人
手
が
足
り
な
か
っ
た
か
ら
」

の
割
合
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
（
図
表
30
）。

　

な
お
、「
そ
の
他
」
の
自
由
記
述
を
み
る
と
、

「
将
来
性
に
期
待
、意
欲
・
人
間
性
を
評
価
」

な
ど
と
本
人
の
意
欲
に
よ
り
採
用
し
た
と
す

る
回
答
が
目
立
つ
。
ま
た
、「
理
由
が
は
っ
き

り
し
て
お
り
、
潜
在
力
が
あ
っ
た
か
ら
」
な

ど
、
潜
在
能
力
や
適
用
能
力
を
あ
げ
る
意
見

も
あ
る
。「
鍛
え
れ
ば
成
長
し
そ
う
で
あ
っ

た
か
ら
」「
教
育
で
き
る
と
判
断
し
た
」
な
ど

と
、
教
育
訓
練
に
よ
る
成
長
性
に
期
待
す
る

回
答
も
あ
っ
た
。

〔
注
〕

１
．
調
査
で
は
、
採
用
区
分
と
し
て
、「
新
規
学
卒
者
枠
」

「
第
二
新
卒
者
枠
」「
中
途
採
用
者
枠
」
の
三
種
類
の
採

用
区
分
で
尋
ね
た
（
以
下
、
こ
れ
ら
の
区
分
を
「
採
用

区
分
」
と
略
す
）。
こ
こ

で
の
「
新
規
学
卒
者
枠
」

と
は
、「『
新
規
学
卒
者
』

と
し
て
採
用
す
る
場
合
」

と
定
義
し
、「
第
二
新
卒
者

枠
」
は
、「
第
二
新
卒
者
の

採
用
に
関
し
、
新
規
学
卒

者
や
中
途
採
用
者
と
同
じ

枠
で
は
な
く
、別
の
枠
（
第

二
新
卒
者
枠
）
で
採
用
す

る
場
合
」
と
し
た
。
な
お
、

こ
こ
で
の「
第
二
新
卒
者
」

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

の
中
で
第
二
新
卒
の
定
義

が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
定

義
に
よ
る
も
の
と
し
、
特

に
定
義
が
な
い
場
合
は
、

学
校
（
高
校
、
専
門
学
校
、

短
大
、
高
専
、
大
学
、
大

学
院
）
卒
業
後
、
お
お
む

ね
三
年
以
内
の
者
と
し
た

（
学
校
卒
業
後
す
ぐ
に
就

職
す
る
新
卒
者
を
除
く
。

ま
た
、
勤
務
経
験
の
有
無

は
問
わ
な
い
）。

２
．
こ
こ
で
の
規
模
別
と

注）n=15 以下の業種（鉱業、複合サービス）については割愛した。

図表29　過去１年間にフリーターを正社員として採用したかの
有無（％）

採用した 採用して
いない 無回答

計（n=3262) 19.9 76.5 3.6
＜規模別＞
100 ～ 299 人（n=2426) 19.8 76.8 3.4
300 ～ 999 人（n=628) 19.7 76.3 4.0
1000 人以上（n=208) 21.6 74.0 4.3
＜業種別＞
建設業（n=214) 7.9 87.9 4.2
製造業（n=1021) 15.2 82.1 2.7
電気・ガス・熱供給・水道業（n=17) 17.6 82.4 0.0
情報・通信業（n=187) 11.8 83.4 4.8
運輸業（n=341) 27.0 66.9 6.2
卸売・小売業（n=736) 21.3 75.7 3.0
飲食店・宿泊業（n=153) 51.6 47.1 1.3
金融・保険業（n=63) 4.8 92.1 3.2
不動産業（n=44) 22.7 75.0 2.3
医療・保健衛生・福祉（n=34) 26.5 67.6 5.9
教育・学習支援業（n=26) 30.8 61.5 7.7
その他サービス（n=420) 21.9 73.6 4.5
＜採用方針＞
新卒採用が中心（n=996) 8.3 87.8 3.9
比較的新卒採用が中心（n=863) 20.5 77.6 1.9
比較的中途採用が中心（n=678) 28.2 69.9 1.9
中途採用が中心（n=666) 29.4 67.9 2.7

図表28　フリーターを正社員として採用する際の年齢の上限（％）



特集―若年の自立支援

Business Labor Trend 2008.4

61

は
正
社
員
規
模
を
指
す
（
以
下
、
同
じ
）。

３
．
い
わ
ゆ
る
「
新
卒
一
括
採
用
」
が
、
日
本
の
雇
用
シ

ス
テ
ム
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
す
る
見
解
は
多
い
。

例
え
ば
、
田
中
（
一
九
八
〇
）
は
、
日
本
的
雇
用
慣
行

の
特
質
を
も
っ
と
も
端
的
に
裏
付
け
て
い
る
も
の
は

「
新
規
学
卒
採
用
方
式
」
だ
と
し
て
い
る
。
四
月
に
新

規
学
卒
採
用
者
が
入
社
す
る
た
め
、
四
月
一
日
付
の
定

期
人
事
異
動
や
定
期
昇
給
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
学

卒
採
用
方
式
と
定
期
人
事
異
動
方
式
に
よ
っ
て
、
終
身

雇
用
慣
行
や
年
功
賃
金
な
ど
の
日
本
的
雇
用
慣
行
が
支

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
野（
一
九
九
六
）

は
、
春
に
採
用
し
、
同
期
入
社
が
「
一
律
」
の
初
任
給

で
出
発
す
る
「
一
括
・
一
律
」
シ
ス
テ
ム
が
日
本
的
雇

用
の
特
質
と
し
、
中
高
年
の
処
遇
が
若
年
の
処
遇
と
リ

ン
ク
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
一
括
・
一
律
」
の
採
用
シ

ス
テ
ム
が
変
わ
れ
ば
日
本
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
全
体
が
変

わ
る
と
の
見
解
を
示
す
（
世
代
効
果
の
視
点
か
ら
、
同

種
の
見
解
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
玄
田
（
一
九
九

九
）
が
あ
る
）。
も
っ
と
も
、
小
池
（
二
〇
〇
五
）
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
採
用
さ
れ
た
新
規
学
卒
者
は
、

最
初
に
就
職
し
た
会
社
を
転
職
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
る
こ
と
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
高
梨
（
一
九
九

九
）
も
、
二
〇
歳
台
半
ば
ま
で
の
若
青
年
層
で
は
生
涯

の
適
職
発
見
も
あ
っ
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
転
職
移
動

す
る
の
が
通
常
で
、
日
本
の
若
青
年
層
で
は
労
働
市
場

は
企
業
閉
鎖
的
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
働

き
盛
り
の
三
〇
歳
台
や
四
〇
歳
台
で
は
、
中
途
採
用
も

中
途
退
社
も
例
外
的
で
企
業
閉
鎖
的
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
」
と
し
、
そ
の
た
め
に
、
子
育
て
を
終
わ
っ
た
労

働
市
場
へ
再
参
入
す
る
主
婦
労
働
力
に
は
門
戸
は
閉
鎖

的
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
既
卒
の
正
社
員
経
験
の

乏
し
い
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
等
の
就
職
の
難
し
さ
に
も
当

て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
採
用
方
針
か
ら
企
業
の

採
用
行
動
を
見
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

４
．
こ
こ
で
の
「
通
年
採
用
制
」
は
、
新
規
学
卒
者
枠
で

の
採
用
時
期
を
四
月
な
ど
一
定
時
期
に
限
定
せ
ず
に
、

春
期
採
用
に
秋
期
採
用
を
追
加
す
る
こ
と
等
と
定
義
し

た
。

５
．
こ
こ
で
の
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
と
は
、
一
五
〜
三
四
歳

の
若
年
者（
学
生
お
よ
び
主
婦
を
除
く
）の
う
ち
、
勤
め

先
に
お
け
る
呼
称
が
ア
ル
バ
イ
ト
ま
た
は
パ
ー
ト
で
あ

る
も
の
（
こ
れ
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
を
続
け
て

き
た
者
で
採
用
時
に
無
業
の
者
を
含
む
）
と
定
義
し
た
。

〔
参
考
文
献
〕

　

玄
田
有
史
（
一
九
九
七
）「
チ
ャ
ン
ス
は
一
度―

―

世
代

と
賃
金
格
差
」『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
四
四
九
号

　

小
池
和
男
（
二
〇
〇
五
）『
仕
事
の
経
済
学
（
第
三
版
）』

東
洋
経
済
新
報
社
、
第
二
章
。

　

高
梨
昌
（
一
九
九
九
）『
雇
用
政
策
見
直
し
の
視
点
』
労

務
行
政
研
究
所
、
第
三
章
。

　

田
中
博
秀
（
一
九
八
〇
）『
現
代
雇
用
論
』
日
本
労
働
協

会
、
第
五
章
、
第
六
章
。

　

矢
野
眞
和
（
一
九
九
六
）『
高
等
教
育
の
経
済
分
析
と
政

策
』
玉
川
大
学
出
版
会
、
第
九
章
。

（
調
査
・
解
析
部　

奥
田
栄
二
）

注）過去 1年間にフリーターを正社員として「採用した」企業を対象に集計。

図表30　フリーターを正社員として採用した理由（複数回答、％）
人
手
が
足
り
な
か
っ
た
か
ら

即
戦
力
と
し
て
期
待
で
き
た

か
ら

業
務
に
必
要
な
技
能
・
資
格

等
を
持
っ
て
い
た
か
ら

縁
故
が
あ
っ
た
か
ら

そ
の
他

計（n=649） 50.5 50.5 25.0 9.6 6.9
100 ～ 299 人（n=480） 51.3 50.0 25.2 9.8 6.5
300 ～ 999 人（n=124） 49.2 48.4 22.6 9.7 7.3
1000 人以上（n=45） 46.7 62.2 28.9 6.7 11.1
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　講演：持続可能な企業の振興をめざして M．エンリケス
  翻訳・鈴木玲／監訳・ILO駐日事務所
　政府の立場から 武田康祐 　労働者の立場から 成川秀明
　使用者の立場から 高澤滝夫 　ILO『レポート』と日本 谷本寛治
　質疑応答
　　参考資料　ILO駐日事務所訳「持続可能な企業の振興に関する決議」(Resolution concerning the Promotion of Sustainable Enterprises)
■証言：日本の社会運動
　日本ジャーナリスト連盟の結成と新聞単一（上）
　　――増山太助氏に聞く
■書評と紹介
　吉田誠著『査定規制と労使関係の変容』 遠藤公嗣
　楊慶敏・三輪宗弘著『中国のエネルギー構造と課題』 大平佳男
社会・労働関係文献月録 法政大学大原社会問題研究所
月例研究会
所　報　2007年12月


